
学校番号 106 

令和２年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 啓林館『物理』 

副教材等 啓林館 『センサー総合物理補訂版』 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

理系物理を、より深く学んでいく。２年で学習した物理現象をさらに広く・深く見ていく。自然を基本原理

から解明していく物理の世界へ進む。1 年次の生物基礎・化学基礎・2 年次の物理の内容および理科・数学

等他教科の学習内容を連結し深めていく。 

 

２ 学習の到達目標 

物理の特徴である宇宙・自然の法則の解明について学習する。物体の運動やエネルギーから熱力学や電磁気

学へと進んでいく。そのために、必要な数学的知識を応用・活用できるようにする。データや画像を、一面

的な知識として捉えるのではなく、さまざまな角度から多面的に見る力を養っていく。基礎内容からさらに

発展させ、科学的興味とその理解を目指す。また、自ら、積極的に探究活動に望んでいくための、深く総合

的な知識・たしかな技術の習得を目指す。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 観察･実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

知識としての学習内容

と、身の回りの物理的現

象やニュースなどの関

連性に気づくこと。ま

た、さらに深い知識を意

欲的に求めようとする

態度。 

学習内容を手がかりと

して、物理的現象に応用

し、科学的・論理的な判

断が下せる。表・グラフ

の示す意味を、的確に判

断できる。さらに的確に

表現する力を養う。 

実験・観察において、目

標とする結果を得るた

めの、適切な準備・基本

操作について習得す

る。また、データの収

集・記録及びグラフ・図

示を的確に行う。その

ための技術力・判断力・

表現力といった技能を

養う。 

物理的現象について

の基本的な知識を身

につけ原理・原則をふ

まえ、基本的な概念に

ついて、共通理解をは

ぐくむ。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートや問題集の記述・

完成度 

課題探求の活動状況及

び成果発表。 

学習状況の観察 

ノートや問題集の記述・

完成度 

課題探求の活動状況及

び成果発表。 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートや問題集の記

述・完成度 

実験・実習状況の観察 

実験・実習の記録・考察

の内容 

学習状況の観察 

ノートや問題集の記

述・完成度 

実験・実習状況の観察 

実験・実習の記録・考

察の内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

第
３
部
波
・第
１
部 

様
々
な
運
動 

波の性質 ○    
a:身の回りにある波動現象を理解

し、さらに深い知識を意欲的に

求めようとする態度がある。 

b:波の具体的な例である音と光の

性質について物理的現象を科学

的に判断し、的確に表現できる。 

c:等加速度直線運動・運動方程式

を平面運動にまで広げるため、

適切な表現方法を養う。 

d:いままで学んだ質点の力学を剛

体や２物体間にまで拡張し、力

学の基本的な知識を身に付け

る。 

 

学習状況 

探究活動 

ノート 

問題集 

観察・実験 

定期考査 

音・光  ○   

等加速度直線運動・運動方程式

の復習 
  ○  

物体の運動   ○  

剛体のつり合い    ○ 

運動量と力積    ○ 

円運動と単振動    〇 

万有引力    〇 

２
学
期 

第
２
部
熱
・第
４
部
電
気
と
磁
気 

気体分子の運動    ○ 
a:電界や電位、電磁誘導、電磁波に

ついて知り、身の回りにも関係

する現象があることを気づかせ

る。 

b:電流について学び、現実に存在

する現象を電流という概念で説

明・表現する。 

c:電流や磁界を実験・観察する方

法について学び、正確に表現す

る技術を身に付ける。 

d:力学の応用例として気体分子の

運動が解明できることを理解す

る。 

学習状況 

探究活動 

ノート 

問題集 

観察・実験 

定期考査 

電界と電位 ○    

電流  〇   

電流と磁界   〇  

電磁誘導と電磁波 〇    

３
学
期 

第
５
部
原
子
・分
子
の
世
界 

電子と光 ○ ○  ○ 

a:現代社会を支えるエレクトロニ

クスの基礎について学ぶ。 

b:波動性・粒子性それぞれの特徴

を考察する。また両者の共存を

考察する。 

c:原子核を放射線を通じて理解す

る。 

d:極微の世界と広大な宇宙が密接

に結びついていることを学ぶ。 

学習状況 

探究活動 

ノート 

問題集 

観察・実験 

定期考査 

原子・原子核・素粒子 ○  ○ ○ 

※ 表中の観点について  a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 観察･実験の技能 d:知識・理解 

 ※原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目に

おいて特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


